
 

 

相模原駅北口地区のまちづくりに関するアンケート及びオープンハウスの結果について 

 

 

相模原駅北口地区への導入機能等を検討する参考とするため、本年４月に実施した当該地区に望む機

能、市外から人を呼び込むために期待する機能等についてのアンケート調査及びオープンハウスの結果

を取りまとめましたので、お知らせします。 

 

１ 生活・活動する上で望む機能について 

・駅北口地区に、商業機能、健康・スポーツ機能、オープンスペース機能を望む意見が多

い。 

・望む機能で活動した時、どのような気持ちになるかは、商業機能、健康・スポーツ機能

は「ワクワクした」、オープンスペース機能は「ゆったりした」気持ちとなる意見が多い。

なお、地元（相模原駅周辺の小山地区・清新地区・中央地区にお住まいの方）の方は他

の居住地の方と比べ、商業機能は「充実した」、健康・スポーツ機能は「イキイキ」した

気持ちとなる意見が多い。 

２ 市外から人を呼び込むために期待する機能について 

・市外から人を呼び込むために、スポーツ・レクリエーション機能、商業機能、文化振興

機能を期待する意見が多い。なお、地元の方は、スポーツ・レクリエーション機能より

も商業機能、文化振興機能を期待する意見が多い。 

・期待する機能でどのような気持ちになるかは、スポーツ・レクリエーション機能、商業

機能は「ワクワクした」、文化振興機能は「ワクワクした」のほか、「豊かな」気持ちと

なる意見が多い。 

３ オープンハウスでの対話を通じて頂いた主な御意見 

・子どもが交流できる場がほしい。 

・スポーツができる場がほしい。 

・オープンスペースをとってほしい。 

・商業機能がほしい。 

・人が交流できる場が必要とコロナ禍でさらに感じる。 

・小田急多摩線の延伸を期待している。 

・地元住民は基地への思いがあり、それを踏まえたまちづくりをしてほしい。   等 

 

※詳細については別紙をご覧ください。 

 

 令和３年７月１日 

相模原市発表資料 

問合せ先 
相模原駅周辺まちづくり課 
電話：042-707-7026 



相模原駅北口地区のまちづくりに関する
オープンハウス及びアンケート調査

実施結果報告書



１ オープンハウス結果報告

1

開催日時 開催場所 参加者数
4月19日（月）14時～20時 相模原イッツ3階入口前スペース 63人

221人
4月21日（水）11時～17時 アリオ橋本2階セブンカルチャー前 42人
4月24日（土）11時～17時 アリオ橋本2階セブンカルチャー前 68人
4月25日（日）11時～17時 相模原イッツ3階入口前スペース 48人

主な御意見
• 子どもが交流できる場がほしい、スポーツができる場がほしい
• オープンスペースをとってほしい、商業機能がほしい
• 人が交流できる場が必要とコロナ禍でさらに感じる
• 小田急多摩線の延伸を期待している
• 市役所が駅の近くにあれば便利
• 市のシンボルとなるものがあればよい
• JAXA関係の施設があれば広域から人を呼べる
• インフラが課題である
• スタジアム以外のもの、平日でも人が集まれるような場所がよい
• 地元住民は基地への思いがあり、それを踏まえたまちづくりをしてほしい

オープンハウスは、展示パネルの説明や対話を通じて、相模原駅北口地区への導入機能等について
御意見を伺うとともに、駅北口地区のまちづくり周知及び機運醸成を図る目的で実施した

オープンハウス（対話）から得られたまちづくりへの思い
• 地元の方は生活の利便性、自分に身近なにぎわいや自慢できること（少しクオリティの高いものなど）を
期待している

• 地元以外の方はシンボルやにぎわい（スタジアムなど）を期待している
• オープンスペースを求める意見が多い



２ アンケート結果報告
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アンケート調査は、駅北口地区の目指すまちの姿や導入機能の検討の参考とするため、概ね10年
後の社会、生活をイメージしていただきながら、相模原駅北口地区に必要な機能について尋ねた

実施期間 実施方法 回答数

４月15日
～

４月30日

Web 市広報紙、ホームページへの掲載
相模原駅、市内公共施設へのポスター掲示等 1,161人

Web 駅周辺地区の住民1,000人を抽出しQRコードを掲載したはがきを送付 194人

紙 オープンハウスに来場された方が回答 221人

【全体】合計 1,576人

【実施概要】

【設問】
① 属性（性別、年齢、居住地、職業、家族構成、相模原駅の利用頻度、相模原駅の訪問目的）
② 10年後の生活イメージ
③-1 あなたが生活や活動をする上で望む機能【ライフ】
③-2 そのときの気持ち【ライフ】
④-1 市外から人を呼び込むため（自身が活動する場合含む）に期待する機能【交流、にぎわい】
④-2 そのときの気持ち【交流、にぎわい】
⑤ 将来像やニューノーマルな生活様式を踏まえた時、まちなかにどのような技術やサービスがあれば、

駅周辺を利用する人々にとって魅力的なまちになるか

(1)アンケート実施概要



２ アンケート結果報告
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(2)アンケート結果概要
＜生活・活動する上で望む機能【ライフ】に関して＞

• 生活や活動する上で、駅北口地区に、商業機能、健康・スポーツ機能、オープンスペース機能を望む意
見が多い

• 望む機能を居住地別（地元、市内、市外）にみると、各居住地とも概ね同様の傾向だが、地元の方は他
の居住地と比べ、商業機能、医療機能を望む意見が多い

• 望む機能をライフステージ別（結婚前、結婚・子育て、子ども独立・自由な活動、高齢者世代）にみて
も概ね同様の傾向だが、高齢者世代（70代～）は他の世代と比べ、行政機能を望む意見が多い

• 望む機能（上位4機能︓商業、健康・スポーツ、オープンスペース、文化・生涯学習機能）で活動した
時にどのような気持ちになるかについては、商業機能、健康・スポーツ機能は「ワクワクした」、オー
プンスペース機能は「ゆったりした」、文化・生涯学習機能は「豊かな」気持ちとなる意見が多い

• 地元の方は、他の居住地と比べ、「充実した」「イキイキした」気持ちとなる意見が多い

＜市外から人を呼び込むために期待する機能【交流・にぎわい】に関して＞
• 市外から人を呼び込むために、スポーツ・レクリエーション機能、商業機能、文化振興機能を期待する
意見が多い

• 期待する機能を居住地別にみると、各居住地とも概ね同様の傾向だが、市外の方は他の居住地と比べ、
スポーツ・レクリエーション機能を期待する意見が多い

• 地元の方は、スポーツ・レクリエーション機能よりも商業機能、文化振興機能を期待する意見が多い
• 期待する機能をライフステージ別にみても、概ね同様の傾向である
• 期待する機能（上位4機能︓スポーツ・レクリエーション、商業、文化振興、飲食機能）でどのような
気持ちになるかについては、スポーツ・レクリエーション、商業機能は「ワクワクした」、文化振興、
飲食機能は「ワクワクした」のほか「豊かな」「充実した」気持ちとなる意見が多い



２ アンケート結果報告
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設問① 回答者属性
 回答者は男性が約6割、女性が約4割となっている
 居住地をみると、約2割の方が市外にお住まいの方となっ
ている

 世代をみると、結婚・子育て世代（30～40代）が約5割
で、結婚前世代（～20代）も約1割の回答となっている

 相模原駅をよく利用する（ほぼ毎日、週に数回）方とあま
り利用しない（年に数回、利用したことがない）方が同程
度の回答となっている

相模原駅の
利用頻度

n=1,576

n=1,576

男性

63.0%

女性

35.6%

答えたくない

0.8%

無回答

0.6%

性別

居住地
世代

n=1,576

n=1,576

相模原駅周辺の
小山地区・清新地区・中央地区

にお住まいの方



設問② 10年後の生活イメージ

２ アンケート結果報告
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 回答者に10年後の生活イメージを尋ねたところ、各世代の主な生活イメージは次のとおり

世代 生活イメージ

結婚前世代
（～20代）

• 結婚している、子育てをしている等の生活をイメージしている方が多い
• バリバリ働いているという回答もみられる
• 幸せな、安定した、穏やかな、充実した、楽しい生活を送っているというポ
ジティブな回答もみられる

結婚・子育て世代
（30～40代）

• 30代は子供の世話をしているという生活をイメージしている方が多く、40
代になると子供が独立して夫婦二人の生活を送っているという生活をイメー
ジしている方が多い

• 今と変わらない生活をイメージしている方もみられる
• 子育てが落ち着き（子供が独立し）、落ち着いた生活、自分の趣味の時間を
持てる等のポジティブな回答もみられる

子ども独立・自由な活動世代
（50～60代）

• 子供が独立して夫婦二人の生活を送っているという生活をイメージしている
方が多い

• 今と変わらない生活をイメージしている方もみられる
• 孫の世話をしているという回答もみられる
• 子育てや仕事が落ち着き（退職し）、自由な時間を楽しんでいる等のポジ
ティブな回答もみられる

• 夫婦二人になるので、集まれる場所やコミュニケーションを求める回答もみ
られる

高齢者世代
（70代～）

• 今と変わらない、10年後の生活はイメージできないとの回答が多い
• ボランティア活動や新しいことにチャレンジしたい等の回答もみられる



設問③-1 あなたが生活や活動をする上で望む機能【ライフ】
 生活や活動する上で、駅北口地区に望む機能を尋ねたところ（複数回答）、商業機能（買い物をしたい
【生鮮食品や日用品など】）、健康・スポーツ機能（スポーツをしたい【健康づくりや体力維持など】
）、オープンスペース機能（緑豊かな自然とふれあいたい）を望む意見が多い

２ アンケート結果報告

6



２ アンケート結果報告

設問③-1 あなたが生活や活動をする上で望む機能【ライフ】︓居住地別
 駅北口地区に望む機能を居住地別（地元、市内、市外）にみると、各居住地とも全体と概ね同様の傾向
である

 地元の方は他の居住地と比べ、商業機能、医療機能を望む意見が多い
 市内、市外在住者は健康・スポーツ機能を望む意見が多く、商業機能よりも多い

7



２ アンケート結果報告
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設問③-1 あなたが生活や活動をする上で望む機能【ライフ】︓ライフステージ別
 駅北口地区に望む機能をライフステージ別にみると、各世代とも、全体と概ね同様の傾向である



２ アンケート結果報告
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設問③-1 あなたが生活や活動をする上で望む機能【ライフ】︓ライフステージ別
 子ども独立・自由な活動世代（50～60代）は商業機能よりも健康・スポーツ機能を望む意見が多い
 高齢者世代（70代～）は、他の世代と比べ、「行政機能」を望む意見が多い



２ アンケート結果報告
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設問③-2 そのときの気持ち【ライフ】
 駅北口地区に望む機能で活動した時、どのような気持ちになるかを尋ねた。設問③-1で意見が多い4機
能（商業、健康・スポーツ、オープンスペース、文化・生涯学習機能）についてみると、商業機能では
「ワクワク」「充実した」気持ちになる意見が多い

 健康・スポーツ機能では、「ワクワクした」「イキイキした」気持ちになる意見が多い
 オープンスペース機能では、「ゆったりした」「心地よい」気持ちになる意見が多い
 文化・生涯学習機能では、「豊かな」「充実した」気持ちになる意見が多い



２ アンケート結果報告
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設問③-2 そのときの気持ち【ライフ】︓居住地別
 駅北口地区に望む機能（上位4機能）について、そのときの気持ちを居住地別にみると、商業機能は、
全体と概ね同様の傾向であるが、地元の方は、他の居住地と比べ、「充実した」気持ちとなる意見が多
い

 健康・スポーツ機能も全体と概ね同様の傾向であるが、地元の方は「イキイキした」、市外の方は「ワ
クワクした」気持ちとなる意見が他の居住地と比べ多い

商

業

機

能

健
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・
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能



２ アンケート結果報告
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設問③-2 そのときの気持ち【ライフ】︓居住地別
 オープンスペース機能では、全体と概ね同様の傾向である
 文化・生涯学習機能も全体と概ね同様の傾向であるが、地元の方は、他の居住地と比べ、「イキイキし
た」気持ちとなる意見が多い
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２ アンケート結果報告

13

設問③-2 そのときの気持ち【ライフ】︓ライフステージ別
 駅北口地区に望む機能（上位4機能）について、そのときの気持ちをライフステージ別にみると、商業
機能は、全体と概ね同様の傾向だが、結婚前世代（～20代）では「充実した」、高齢者世代（70代～
）では「豊かな」気持ちとなる意見が他の世代と比べ多い

 健康・スポーツ機能も全体と概ね同様の傾向であるが、結婚前世代（～20代）では「ワクワクした」、
高齢者世代（70代～）では「心地よい」気持ちとなる意見が他の世代と比べ多い
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２ アンケート結果報告
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設問③-2 そのときの気持ち【ライフ】︓ライフステージ別
 オープンスペース機能は、全体と概ね同様の傾向であるが、高齢者世代（70代～）では他の世代と比べ
、「心地よい」気持ちとなる意見が多い

 文化・生涯学習機能も全体と概ね同様の傾向であるが、結婚前世代では「ワクワクした」、高齢者世代
（70代～）では「充実した」気持ちとなる意見が他の世代と比べ多い
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２ アンケート結果報告
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設問④-1 市外から人を呼び込むため（自身が活動する場合含む）に期待する機能
【交流、にぎわい】

 駅北口地区に市外から人を呼び込むために期待する機能について尋ねたところ（複数回答）、スポーツ
・レクリエーション機能（プロスポーツチームの試合を見られる）、商業機能（買物ができる【プレゼ
ントや贈答品など】）、文化振興機能（芸術・文化に触れられる【コンサートや演劇、映画鑑賞など】
）を期待する意見が多い



２ アンケート結果報告

設問④-1 市外から人を呼び込むため（自身が活動する場合含む）に期待する機能
【交流、にぎわい】︓居住地別

 期待する機能を居住地別にみると、各居住地とも、全体と概ね同様の傾向である
 地元の方はスポーツ・レクリエーション機能よりも商業機能、文化振興機能を期待する意見が多い
 市外の方は、他の居住地と比べ、スポーツ・レクリエーション機能を期待する意見が多い

16



２ アンケート結果報告
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設問④-1 市外から人を呼び込むため（自身が活動する場合含む）に期待する機能
【交流、にぎわい】︓ライフステージ別

 期待する機能をライフステージ別にみると、各世代とも、全体と概ね同様の傾向である
 結婚前世代（～20代）は、他の世代と比べ、文化振興機能を期待する意見は少ない



２ アンケート結果報告
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設問④-1 市外から人を呼び込むため（自身が活動する場合含む）に期待する機能
【交流、にぎわい】︓ライフステージ別

 高齢者世代（70代～）ではスポーツ・レクリエーション機能よりも文化振興機能を期待する声が多い



２ アンケート結果報告
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設問④-2 そのときの気持ち【交流、にぎわい】
 期待する機能で活動した人がどのような気持ちになるかを尋ねた。設問④-1で意見が多い4機能（スポ
ーツ・レクリエーション、商業、文化振興、飲食機能）についてみると、スポーツ・レクリエーション
機能、商業機能では、「ワクワクした」気持ちを望む意見が多い

 文化振興機能、飲食機能では、「ワクワクした」気持ちのほか、「豊かな」、「充実した」気持ちを望
む意見も多い



２ アンケート結果報告
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設問④-2 そのときの気持ち【交流、にぎわい】︓居住地別
 期待する機能（上位4機能）について、そのときの気持ちを居住地別にみると、スポーツ・レクリエー
ション機能、商業機能とも、全体と概ね同様の傾向であり、大きな差異はない
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２ アンケート結果報告
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設問④-2 そのときの気持ち【交流、にぎわい】︓居住地別
 文化振興機能、飲食機能についても、全体と概ね同様の傾向であり、大きな差異はなく、居住地による
差異は見られない
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２ アンケート結果報告
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設問④-2 そのときの気持ち【交流、にぎわい】︓ライフステージ別
 期待する機能（上位4機能）について、そのときの気持ちをライフステージ別にみると、スポーツ・レ
クリエーション機能は、全体と概ね同様の傾向だが、高齢者世代（70代～）は他の世代と比べ、「充実
した」気持ちになる意見が多い

 商業機能は高齢者世代（70代～）を除き、全体と概ね同様の傾向である。高齢者世代（70代～）では
「心地よい」「安心できる」気持ちとなる意見が多い
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設問④-2 そのときの気持ち【交流、にぎわい】︓ライフステージ別
 文化振興機能は、全体と概ね同様の傾向だが、子ども独立・自由な活動世代（50～60代）は他の世代
と比べ、「豊かな」気持ちになる意見が多い

 飲食機能も全体と概ね同様の傾向だが、結婚前世代（～20代）は他の世代と比べ、「充実した」気持ち
となる意見が多い
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設問⑤ 将来像やニューノーマルな生活様式を踏まえた時、まちなかにどのような技術や
サービスがあれば、駅周辺を利用する人々にとって魅力的なまちになるか

 様々な機能の組み合わせや先端技術を生かした新しいサービス等、どのようなイノベーションがあると
魅力的なまちになるかを尋ねたところ、先端技術を生かしながらも人と人がふれあい、共感できる人間
中心のまちづくりを望む意見がみられた

分類 意見

新技術が体験
できるまち

• ロボットが沢山いるショッピングモールがあるまち（40代・男性・市民）
• 自動運転バスで移動を快適にできるまち（10代以下・男性・市民）
• 色々な新技術をテストできるエリアがあるまち（30代・男性・地元）
• 巨大３Dにより、他会場と中継したり、宇宙とつながるまち（30代・女性・市民）

公園などの施設が
あるまち

• 公園などの自然もあり、買い物や飲食できる店が揃う商業施設があるまち（40代・
女性・地元）

• スポーツツーリズムとして、スタジアムを併設した多機能複合型施設があるまち
（40代・男性・市民）

特徴的なまち

• 国際的な学びや経験を本格的にできる場所があるまち（40代・女性・市民）
• 災害発生時にも停電しない強固な設備が確立してあるまち（60代・男性・市民）
• カーボンニュートラル化による二酸化炭素を削減できるまち（30代・男性・市外）
• 自動運送・情報通信・IT関連企業等の集積が充分図られ、JAXAと関連した世界に
誇れる先端技術の発信が行えるまち（70代以上・男性・市民）

• 農林水産業を中心としたスマートアグリやスマートファクトリーの展示があるまち
（30代・男性・地元）

人が触れ合うまち
• 人と人が安心してふれあえる場所があるまち。（30代・女性・地元）
• 人々が集い、接して、体験して、共有できる場があるまち。（50代・男性・市外）
• 先端技術・自動化を図りつつ、あえて不便さを作り込むなど人間本来の機能能力が
向上できる仕組みがあるまち（60代・男性・地元）


